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マルチステークホルダーとの価値共創
─「２０２３年度企業行動憲章シンポジウム」を開催

報
告

経
団
連
は
、
会
員
企
業
に
「
企
業

行
動
憲
章
」
へ
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
と
と
も
に
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル

な
資
本
主
義
の
確
立
を
目
指
し
て
同

憲
章
の
実
践
を
呼
び
か
け
る
た
め
、

企
業
行
動
憲
章
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
以

下
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）を
毎
年
度
開

催
し
て
い
る
。

７
回
目
と
な
る
２
０
２
３
年
度
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、「
マ
ル
チ
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
価
値
共
創
」
を

テ
ー
マ
に
、
２
０
２
４
年
１
月
22
日

に
経
団
連
会
館
で
開
催
し
た
。
本
会

合
は
同
時
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
配
信
し
、

会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
合
わ
せ
て
３
０

０
人
以
上
の
参
加
を
得
た
。

当
日
は
、
基
調
講
演
や
「
第
３
回

企
業
行
動
憲
章
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
」

に
関
す
る
報
告
の
ほ
か
、
多
様
な
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
価
値
共
創
に

向
け
た
具
体
的
取
り
組
み
や
課
題
等

を
中
心
に
パ
ネ
ル
討
議
を
実
施
し
、

参
加
者
の
間
で
活
発
な
議
論
が
行
わ

れ
た
。

開
会
・
基
調
講
演

（
筒
井
義
信
経
団
連
副
会
長
・
日
本

生
命
保
険
会
長
）

「
第
３
回
企
業
行
動
憲
章
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
」（
以
下
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
）に
よ
る
と
、
経
団
連
会
員
企
業
は
、
２
０
２
２

年
改
訂
の
「
企
業
行
動
憲
章
実
行
の
手
引
き
」
に

基
づ
き
、
特
に
気
候
変
動
問
題
や
人
材
育
成
・
人
的

資
本
経
営
に
関
す
る
課
題
に
関
心
を
高
く
持
っ
て
取

り
組
ん
で
い
る（
本
誌
64
ペ
ー
ジ
参
照
）。
ま
た
、
成

長
と
分
配
の
好
循
環
を
通
じ
て
日
本
経
済
の
持
続
可

能
な
成
長
に
つ
な
げ
て
い
く
に
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
全
体
で
の
共
存
共
栄
関
係
の
構
築
が
不
可
欠
で

あ
る
。
会
員
企
業
に
は
、
改
め
て
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
構
築
宣
言（
注
）」
へ
の
参
画
と
同
宣
言
に
基
づ
く
取

り
組
み
を
お
願
い
し
た
い
。

私
が
会
長
を
務
め
る
日
本
生
命
保
険
は
、「
国
民

生
活
の
安
定
と
向
上
に
寄
与
す
る
」
と
い
う
経
営
基

本
理
念
の
も
と
、「
事
業
活
動
」「
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
へ
の
価
値
提
供
」「
財
務
・
非
財
務
の
資
本
充
実
」

の
循
環
を
形
成
し
な
が
ら
、「
人
」「
地
域
社
会
」

「
地
球
環
境
」
の
三
つ
の
領
域
で
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
に
価
値
を
提
供
し
、
持
続
的
な
成
長
と
社
会
課
題

の
解
決
へ
の
貢
献
に
努
め
て
い
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
報
告

郡
司
典
子
企
業
行
動
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
委
員
会
企
画
部

会
長（
キ
ヤ
ノ
ン
執
行
役
員
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
推

進
本
部
長
）が
、ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、「Society

5.0
for
SD
Gs

」
お
よ
び
「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
」
に

関
す
る
企
業
の
取
り
組
み
状
況
や
課
題
、
優
れ
た
事

例
等
に
つ
い
て
報
告
し
た（
詳
細
は
本
誌
64
ペ
ー
ジ

参
照
）。

来
賓
講
演
：「
ポ
ス
ト
デ
ジ
タ
ル
×
ポ
ス
ト

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」の
時
代
、
企
業
は「
価
値

づ
く
り
」の
レ
ン
ズ
を
か
け
替
え
る
こ
と
が

必
要（
藤
川
佳
則
一
橋
大
学
大
学
院
経
営
管
理
研
究

科
教
授
）

「
ポ
ス
ト
デ
ジ
タ
ル
×
ポ
ス
ト
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」
時

代
に
は
、
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
価
値
共

創
に
よ
っ
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
世
界
や
人
類
に

貢
献
す
る
か
ど
う
か
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
厳
し
く

問
わ
れ
る
。

新
し
い
顧
客
体
験（
Ｃ
Ｘ
：Custom

er
Expe-

rience

）を
生
み
出
す
た
め
に
は
、
企
業
の
組
織
構

造
や
評
価
体
系
を
変
革
す
る
企
業
改
革（
Ｅ
Ｘ
：

E
nterprise

T
rans-

form
ation

）が
必
要
で
あ

り
、
Ｃ
Ｘ
と
Ｅ
Ｘ
の
実
行

を
通
じ
、
産
業
や
地
域
の

社
会
変
革（
Ｓ
Ｘ
：Social

T
ransform

ation

）を
目

指
す
こ
と
が
Ｄ
Ｘ
の
本
質

で
あ
る
。
企
業
は
、「
モ
ノ

と
サ
ー
ビ
ス
を
分
け
、
企

業
は
顧
客
に
価
値
を
一
方

向
に
創
出
・
提
供
す
る
」

と
考
え
る
レ
ン
ズ
か
ら
、

「
モ
ノ
と
サ
ー
ビ
ス
を
分

け
ず
、
全
て
を
サ
ー
ビ
ス

と
捉
え
、
企
業
は
マ
ル
チ

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
共

に
価
値
を
創
造
す
る
」
と

考
え
る
レ
ン
ズ
に
か
け
替

え
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業

の
選
択
肢
の
幅
を
広
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。

パ
ネ
ル
討
議
：

パ
ー
パ
ス
や
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
踏
ま
え
、

多
様
な
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
と
価
値

を
共
創

第
一
三
共
の
中
山
讓
治

常
勤
顧
問（
企
業
行
動
・
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
委
員
長
）、
ヤ
マ

ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
山
内
雅
喜
参
与（
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
委
員
長
）、
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
大
塚
友

美
シ
ニ
ア
フ
ェ
ロ
ー
チ
ー
フ
・
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

オ
フ
ィ
サ
ー
の
３
人
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
登
壇
し
、

多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
価
値
共
創
を
通
じ

た
社
会
課
題
解
決
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

中
山
常
勤
顧
問
は
、「
開
発
期
間
が
長
く
、
成
功

確
率
の
低
い
新
薬
開
発
事
業
で
は
、
ア
カ
デ
ミ
ア
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
、
医
療
機
関
、
規
制
当
局
、

場
合
に
よ
っ
て
は
競
合
相
手
で
あ
る
バ
イ
オ
ベ
ン
チ

ャ
ー
や
同
業
他
社
も
、
病
に
苦
し
む
『
患
者
さ
ん
』

を
救
う
た
め
の
『
価
値
共
創
の
パ
ー
ト
ナ
ー
』
で
あ

る
。
当
社
は
、
様
々
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
価
値
共
創

を
可
能
と
す
る
多
様
な
人
材
を
確
保
す
る
た
め
、
グ

ロ
ー
バ
ル
共
通
の
人
事
制
度
を
導
入
し
て
い
る
」
と

説
明
し
た
。

山
内
参
与
か
ら
は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
気
候
変
動
問

題
対
策
と
し
て
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
な
ど
と
連
携
し
、

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
式
バ
ッ
テ
リ
ー
搭
載
電
気
自
動
車
の

実
用
化
・
導
入
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。こ
の
ほ

か
、
自
治
体
な
ど
と
協
力
し
て
実
施
し
て
い
る
高
齢

者
の
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
は
、
生
活
者
と
地
域
を
つ
な

ぐ
ヤ
マ
ト
グ
ル
ー
プ
の
リ
ア
ル
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
か
し
た
、
地
域
生
活
の
維
持
に
資
す
る
取
り
組
み

で
あ
る
」
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
大
塚
シ
ニ
ア
フ
ェ
ロ
ー
は
、「
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
て
、
レ
ー
ス
の
現
場
で
、

企
業
や
業
界
を
超
え
た
仲
間
と
技
術
開
発
に
挑
ん
で

い
る
。
ま
た
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
に
あ

る
よ
う
に
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
共
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
に
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
説
明
し
た
。

報
告
に
続
く
意
見
交
換
で
は
、
ま
ず
、
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
と
の
連
携
の
基
盤
と
な
る
社
内
体
制
・
仕

組
み
に
つ
い
て
、
各
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
、
①
多
様
な

人
材
確
保
の
た
め
の
グ
ロ
ー
バ
ル
共
通
の
人
事
制
度

の
導
入
、
②
グ
ル
ー
プ
全
体
で
Ｄ
Ｘ
や
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
を
推
進
す
る
た
め
の
経
営
構
造
改
革
、
③
社

内
外
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
本
音
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
向
け
た
広
報
誌
の
発
行
や
タ
ウ
ン
ホ

ー
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催

─
と
い
っ
た
事
例
が

紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、
価
値
共
創
の
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
は
、
①
個
人
が
「
個
」
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て

課
題
を
掘
り
下
げ
、「
組
織
」
を
超
え
て
連
携
す
る

こ
と
、
②
自
ら
の
志
を
明
確
に
し
た
う
え
で
、
同
じ

志
を
持
つ
パ
ー
ト
ナ
ー
と
取
り
組
む
こ
と
、
③
意
思

と
情
熱
を
持
ち
、現
場
で
行
動
す
る
こ
と

─
が
重

要
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
の
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、「
大
変
充
実
し
た
内
容
で
、
非
常
に
参
考
に
な

っ
た
」「
自
社
で
も
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
経
団
連
で

は
、
今
後
も
「
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
資
本
主
義
」
の

確
立
に
向
け
て
、
会
員
企
業
・
団
体
に
対
し
、
企
業

行
動
憲
章
の
実
践
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
そ
の

た
め
に
有
益
な
情
報
の
提
供
等
に
努
め
て
い
く
。

【
経
団
連
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
本
部
】

（注）パートナーシップ構築宣言：サプライチェーンの取引先等との連携・共存
共栄を進めることで、新たなパートナーシップを構築することを、「発注者」
側の立場から企業の代表者の名前で宣言する仕組み
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